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日
本
初
と
な
る
ア
ジ
ア
色
彩
学
会
を
開

く
に
あ
た
り
、
日
本
な
ら
で
は
の
特
別

な
こ
と
を
準
備
す
る
の
で
す
か
？

愛
知
県
や
名
古
屋
商
工
会
講
所
の
後

援
を
い
た
だ
き
、
こ
の
地
な
ら
で
は
の

産
業
振
興
に
も
つ
な
げ
た
い
と
思
い
、

自
動
車
や
機
械
工
業
に
も
役
立
つ
測
色

セ
ミ
ナ
ー
や
、
企
業
出
展
コ
ー
ナ
ー
も
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名
城
大
学
で
開
催
さ
れ
る

「
ア
ジ
ア
色

彩
学
会
」
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
本
、
中
国、

韓
国、

台
湾
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
な
ど
の
色
彩
や
デ
ザ

イ
ン
の
研
究
者
た
ち
が
参
加
す
る
色
彩

学
の
国
際
大
会
で
す
。
色
虹

・
生
理、

色
光
・色
材
、
色
彩
情
報
、
コ
ス
メ
テ
ィ

ク
ス
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
色
彩
環
境
な

ど
、
色
彩
に
関
す
る
研
究
が
発
表
さ
れ

ま
す
。

学
会
は
11
月
29
日
か
ら
4
日
間
。
初

日
の
夕
方
か
ら
受
付
を
は
じ
め
、
2
1

3
日
目
に
研
究
・
作
品
発
表
。
最
終
日

は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン

（
体
験
型
の
見

学
会
）
で
す
。
参
加
者
は
2
0
0名
ほ

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

研
究
発
表
の
ほ
か、

専
門
家
に
よ
る

講
演
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
講
演
は

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
る
時
間
帯
も
作

り
ま
す
の
で
、
色
彩
に
興
味
の
あ
る
方

や
地
元
企
業
の
方
に
も
来
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
生
の
経
歴
と
専
門
分
野
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

津
田
塾
大
学
学
芸
学
部
数
学
科
を
卒

業
後
、
豊
田
中
央
研
究
所
に
入
社
し
ま

し
た
。
そ
こ

で
視
党

・
色
貸
系
の
感

性
情
報
処
理
の
研
究
に
携
わ
り
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
高
級
車
に
負
け
な
い
質
感

を
持
つ
塗
装
材
や
内
装
材
の
研
究
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
博
士
の
学
位
は

こ
れ
ら
の
研
究
を
ま
と
め
て
、
東
京

工
業
大
学
総
合
理
工
学
研
究
科
に
て

取
得
し
ま
し
た
。
豊
田
中
研
で

12
年

働
い
た
あ
と
、
愛
知
淑
徳
大
学
に
移
り
、

そ
れ
か
ら
名
城
大
学
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
専
門
は
感
性
工
学
で
す
。

感
性
工
学
と
い
う
の
は
？

「人
間
の
感
性
や
イ
メ
ー
ジ
を
物
理

的
な
デ
ザ
イ
ン
要
素
に
翻
訳
し
て
感
性

に
合
っ
た
商
品
を
設
計
す
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
の

感
覚
や
感
性
を
モ
ノ
づ
く
り
に
活
か

す
。
製
品
の
機
能
性
や
効
率
性
に
加

え
、
使
い
や
す
さ
や
心
地
よ
さ
な
ど
、

人
の
心
に
響
く
魅
力
を
科
学
的
に
組
み

込
む
。

そ
れ
が
感
性
工
学
で
す
。
感

性
工
学
が
成
立
し
た
の
は

30年
ほ
ど
前

で
、
比
較
的
新
し
い
分
野
で
す
。

そ
の
解
析
手
法
や
応
用
研
究
は
、
自

動
車
、
家
電
、
住
宅
、
食
品
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
分
野
で
盛
ん
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
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日
本
で
初
め
て
の
「ア
ジ
ア
色
彩
学
会」
が、

11
月
に
名
城
大
学
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
る
。
ア
ジ
ア
各
国
の
色
彩
研
究
者
た
ち
が
集
う
こ
の
大
会
で
、
実
行
委

員
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
理
工
学
郭
准
教
授
の
川
澄
未
来
子
氏
。
国
内
外
で
活

躍
す
る
感
性
工
学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。

実
行
委
員
長
に
な
ら
れ
た
経
緯
は
？

世
界
中
の
研
究
者
が
一
堂
に
会
す
る

「国
際
色
彩
学
会
」
と
い
う
大
会
が
あ

る
の
で
す
が
、
そ
の
会
長
だ
っ
た
方
か

ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
た
し

は
2
0
1
4
年
4
月
か
ら
在
外
研
究
且

と
し
て
1
年
間
タ
イ
に
滞
在
し
た
の
で

す
が
、
じ
つ
は
そ
こ
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
で
す
。

ア
ジ
ア
色
彩
学
会
は
、
タ
イ
の
研
究

者
や
大
学
院
生
も
た
く
さ
ん
参
加
し
ま

す
か
ら
、

タ
イ
ヘ
の
恩
返
し
の
意
味
も

込
め
て
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
地
域
の
色
彩
学
研
究
者
た

ち
の
学
術
レ
ベ
ル
が
向
上
し
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
れ
ば
、
他
の

地
域
で
は
見
ら
れ
な
い
新
し
い
取
り

組
み
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん。

実
行
委
員
長
と
し
て
、

と
く
に
若
手

研
究
者
が
交
流
し
た
り
発
表
し
た
り

し
や
す
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
つ

も
り
で
す
。
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MEIJ⑱ CHALLENGERS 
名城大学チャレンジ支援プログラム（オナーズプログラム）

名城大学チャレンジ支援プログ

ラムは、 学生に学びと成長する機

会を提供する正課外のプログラ

ム。グローバル化や情報化が急速

に追むなか、 主体性のある学生の

百成を 目的に2018年度後期から

スタートした。スーパーバイザー

は池上彰教授。

このプログラムを通して、時代

感覚と、 「グローバル」「キャリア」

「リーダーシッ プ＆連携 ・協働」

という3つのマイ ンドを養う。

2018年度の参加学生は35名。

成績上位で、チャ レンジ精神のあ

る1年生33名、課外活動で穎著な

実績をあげた2年生2名を7学部か

ら選抜した。

選ばれた学生はIO月からセ ミ

ナーの受講を間始し、春休みを

利用して2週問程度の海外研修を

行った。渡航先はアメリ カ・ シリ

コンパ レーと東南アジア。それぞ

れに分けて実施した。

川澄准教授は東南アジアの研修

を担当。ミャ ンマーとタイを訪問。

学生たちはローカル企業や日系企

菜を見学し、 3日問のイ ンターン

シップでは生活習慣や宗教、時間

や金銭感化の汎なるタイの人たち

といっしょに慟く体験を した。

また、現地の大学を訪!illし、

英栢でプレゼンテーシ ョンを行

うとともに、 学生どう しの交流

を深めた。

和介呻長応挑め。
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員
体
的

に
は、

ど
う
い
っ
た
研
究
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？

n動
mの
関
連
で
甘
い
ま
す
と
、

内

依
や
外
技
を
ど
う
い
う
デ
ザ
イ
ン
に
す

れ
ば

「上
門
さ
」
と
か
「
ス
ポ
ー
テ
ィ

さ
」
を
感
じ
ら
れ
る
か
。
あ
る
い
は
、

ド
ア
を

111め
た
時
の
「
パ
タ
ン
」
と
い

ぅ
行
に
「
頂
序
感
」
を
も
た
せ
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
。
シ
ー
ト
の
手
触

り
を
「
心
地
よ
い
」
も
の
に
す
る
に
は

ど
う
す
る
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
科

学
的
に
研
究
し
ま
す
。

わ
た
し
の
場
合
、
感
性
情
逍
の
国
際

比
較
に
も
取
り
紺
ん
で
い
て
、
ア
セ
ア

ン
の
同
々
を
対
依
に
し
た
関
在
を
し
て

い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
調
査
で
す
か
？

最
近
は
シ
ル
パ
ー
メ
タ
リ

ッ
ク
製
品

に
つ
い
て
、
日
本
人
と
タ
イ
人
の
色
彩

条
件
を
比
較
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
パ
ー
メ
タ
リ
ッ
ク
塗
装
は
、
冷

蔵
庫
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
カ
メ
ラ
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
製
品
に
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
色
合
い
や
買
感

は
製
品
ご
と
に
微
妙
に
違
い
ま
す
。

色
調
を

10段
階
で
調
整
し
た
製
品
画

像
を
用
意
し
、
ど
の
色
が
「
清
潔
」「
上

買
」
「
ス
タ
イ
リ

ッ
シ
ュ
」
な
ど

の
印

象
を
与
又
る
か
を
調
べ
た
の
で
す
。

結
果
を
日
本
と
タ
イ
で
比
較
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
た
と
え
ば
、
日
本
人
が
「
落

ち
行
き
」
を
感
じ
る
の
は
黄
赤
系
の
メ

タ
リ

ッ
ク
製
品
で
、
タ
イ
人
が
そ
う
感

じ
る
の
は
胄
緑
系
の
メ
タ
リ
ッ
ク
製
品

タイの企纂でのインターンシップ

＇ 
インターンシップ先・TTFTS(タイ）の社長は名城大学卒業生

だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た、

四
感
に
関
し
て
は
、
日
本

人
は
つ
や
消
し
加
工
さ
れ
た
も
の
を、

タ
イ
人
は
光
沢
の
あ
る
ピ
カ
ピ
カ
な
も

の
を
好
む
傾
向
が
表
れ
ま
し
た
。

国
ご
と
に
好
み
が
分
か
れ
る
の
で
す
ね
。

感
性
は、

性
別
や
年
代
に
よ

っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
国
笥
の
違

い
も
大
き
く

影
響
し
ま
す
。

近
年
、
ア
セ
ア
ン
の
市
場
が
拡
大
し
、

数
多
く
の
日
本
企
業
が
タ
イ
や
ベ
ト

~~~~~ RP YR 

-----GY BG PB 

ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
進
出
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
日
本
国
内
で
企
画
・

設
計
し
、
現
地
で
製
造
す
る
と
い
う
の

が
主
流
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

そ

れ
ぞ
れ
地
域
の
感
性
に
適

っ
た
製
品
を

現
地
で
企
画
・
設
計
す
る
と
い
う
動
き

が
加
速
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

シ
ル
パ
ー
メ
タ
リ

ッ
ク
製
品
の
関
査

も、

国
に
応
じ
た
魅
力
的
な
製
品
づ
く

り
を
す
る
た
め
に
行

っ
た
研
究
の
一
閑

な
の
で
す
。
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五懇を研ぎ澄ます 自分自身で判断しなければ、 日常を過ごしていると、本来、 生き方に対して「こうあら ンディが置かれていたり、ユニ 拝むという。

川澄准教授が滞在した街は、 事故に選うかもしれない、お腹 人に備わっている五感が研ぎ澄 ねばらない」という意識の強い フォームを曜日カラーで統ーす

バンコク郊外のタニャプリ。そ を壊すかもしれない。そういう まされてくる。なんだか人問 日本人とは違い、ありのままを る高齢者施設があったりと、タ

こでは五感を意識することが多 らしくなったような気がした 受け入れる寛容性を持ってい イは曜日カラーに溢れている。

かったという。日本と文化の違 という。 る。だから、追いつめられるよ 誕生曜日の色はラッキーカ

うタイでは、たとえば、クルマ
うなことも少ない。 ラー、その色のものを身につけ

を運転するときの感覚も異なる ありのままのタイ人 こうしたことを目の当たりに ると幸運をもたらすとされてい

ため、運転中は五感を研ぎ澄ま そんな環境で生活しているタ した川澄准教授。「世界観が変 る。タイの人は自分の生まれた

して周囲の動きを察知するよう イの人は、イレギュラーな出来 わった」と述べている。 日の曜日をとても大切にする。

にしていた。日本ではおよそ考 事にも臨機応変に対応できる人 曜日ごとに違うのは色だけ 火曜8の1il1齢者施設暉日カラービンク）

えられないような走り方のクル が多い。日本人ならば、上司の 曜日を大切にする ではない。タイの仏像は、曜

マも結構あったからだ。また、 判断を仰いだり、マニュアルを タイには 「曜8カラーjとい 日ごとに姿が違う。立像や座 タイの曜日カラー

気候が一年中夏なので、日本に 確認したりするようなことで うものがあり、仏教の考え方に 像、寝ている像などさまざま。

くらべ食べ物が傷みやすい。調 も、その場で即決する。また、 基づき、 それぞれの曜日の色が 寺院にはすべての曜日の仏像

理する前には、かならず状態を LGBTにも理解があり、同性婚 決まっている。ホテルのカウン が並んでおり、お参りのとき

自分の舌で確かめた。 王様の誕生日(1111日カラー 貨色） も多い。 ターにその日の曜日の色のキャ は自分の生まれ曜日の仏像を 水曜8のみ午前午後でわかれる
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